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東京都パートナーシップ宣誓制度受理証明書交付者に対するアンケート結果 

（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

１ 東京都パートナーシップ宣誓制度（以下「本制度」という。）をどこで知りましたか。

※ 複数回答可。回答数が多かった上位３項目を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本制度に対する評価を教えてください。 

  

 

  

選択肢 インターネット・SNS・ニュースアプリ 家族・パートナー・知人（口コミ） テレビ・ラジオ 

回答 

者数 
190 人 93 人 68 人 

選択肢 回答者数 

大変満足 36人 

やや満足 81人 

普通 82人 

やや不満 33人 

大変不満 14人 

未回答 13人 

◆ アンケート実施期間：令和５年９月１１日から令和５年９月２５日まで 

◆ アンケート送付人数：１，２７６名（令和４年度に受理証明書を交付した方） 

◆ 回答者数／回答率 ：２５９名／２０．３％ 

※ 各設問の回答は任意 

(n=259 人) 

68

93

190

0 50 100 150 200

テレビ・ラジオ

家族・パートナー

・知人（口コミ）

インターネット

・SNS・ニュースアプリ

(人) 

13.9%

31.3%

31.7%

12.7%

5.4%

5.0%

大変満足

やや満足

普通

やや不満

大変不満

未回答



2 

 

３ これまで受理証明書を使ったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３で「はい」と答えた方のみ 

３－１ どのような場面で使用しましたか。 

※ 複数回答可。回答数が多かった上位６項目を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 
民間のサービスに

使用 

在職している会社

の手続に使用 

都の行政サー

ビスに使用 

区市町村の行政

サービスに使用 

パートナーの病院の

付き添い時に使用 
その他 

回答 

者数 
27 人 20 人 ８人 ４人 ４人 15 人 

 

 

３で「はい」と答えた方のみ 

３－２ 使い勝手はいかがでしたか。 

  

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答者数 

はい 68人 

いいえ 170 人 

未回答 21人 

選択肢 回答者数 

使いやすい ０人 

やや使いやすい ０人 

普通 23人 

やや使いづらい 0 人 

使いづらい ０人 

未回答 45人 
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３で「いいえ」と答えた方のみ 

３－３ 使用しなかった理由を教えてください。 

 ※ 複数回答可。回答数が多かった上位３項目を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ これまでに経験した困難な出来事等について、差し支えのない範囲で教えてください。 

※ 複数回答可。回答数が多かった上位５項目を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 

社会保障上の家族扱いを受けら

れないことによる不都合 

（保険・医療サービス） 

職場で法的な家族と同様の福

利厚生が受けられない 

親の 

無理解 

差別・ 

いじめ 

親族の 

無理解 

回答 

者数 
154 人 129 人 98 人 77 人 73 人 

 

選択肢 今後の使用機会に備え取得した 
受理証明書の活用先一覧に 

使用したい活用先がない 
受理証明書の認知度が低い 

回答 

者数 
110 人 82 人 45 人 
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(保険・医療サービス) 



4 

 

５ 行政により実施されている性的マイノリティの方に向けた施策の内、評価できるもの

を選んで下さい。 

※ 複数回答可。回答数の多かった上位４項目を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 
パートナー 

シップ制度 

性的マイノリティの方に対する不当な差

別を禁止する規定の整備(条例等) 

性的マイノリティの方に関する啓発等

を推進する規定の整備(条例等) 

HP や広報等で

の情報発信 

回答 

者数 
233 人 104 人 80 人 69 人 

 

 

６ 性的マイノリティの方に向けた施策で、行政に求めることを教えてください。 

    

（主な意見） 

 

・同性婚の法制化について国に働きかけて欲しい。 

・法整備が必要だと感じる。男女と同様の婚姻関係で得られる権利が必要。 

・パートナーシップ制度のより広い周知をして欲しい。 

・生活に関係する業界（金融、不動産など）でもパートナーシップ制度の効力が、有効

になるよう働きかけて欲しい。 
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